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医学中央雑誌 WEB 版を用いて 1983 年～2012 年 4 月末までの国内の文献検索を行い、クリティ




の安楽と療養生活を支えるための判断という 2 つの側面があった。 
 








































































審査では、臨床判断の定義、第 1 研究で対象文献を国内に限定した理由、第 2 研究における因子
分析のプロセスと結果の解釈、第 3 研究で示されたリフレクションへの抵抗感の内容、抽出された
カテゴリを松尾のモデルで説明した理由などが質問された。これらに対して学生は、研究過程をふ
まえて真摯に回答し、博士論文では、それらの加筆が必要であるとの助言を受けた。そして、救急看
護師の臨床判断の実態から、専従看護師の少ない二次救急医療施設における看護師の臨床判断能力
育成のあり方を言及した点に意義があり、臨床現場での教育に活用できると評価された。 
以上より、本論文は本学学位規程に定める博士（看護学）の学位を授与することに値するもので
あり，申請者は看護学における研究活動を自立して行うことに必要な研究能力を有すると認め、論
文審査および最終試験に合格と判定した。 
 
